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要   約 

市販の配合飼料への飼料用籾米の添加が，産卵鶏の産卵成績に及ぼす影響を明らかにす

るために給与試験を実施した．64 週齢時体重は飼料用籾米の添加により減少し，単体アミ

ノ酸を補填することで飼料用籾米区より増加した．産卵率は飼料用籾米の添加で低下する

傾向があり，単体アミノ酸を補填することで対照区に近い値となった．平均卵重は単体ア

ミノ酸を補填することで飼料用籾米のみの添加と比較して重くなった．卵質については，

卵黄色が対照区と比べて飼料用籾米区およびアミノ酸補填区で淡くなるが，その他の項目

では差は見られなかった．以上の結果，市販の配合飼料への飼料用籾米添加に起因する産

卵成績の低下を抑えることに対し，単体アミノ酸の補填は有効である． 
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Ⅰ 緒言 

  近年，飼料価格の高騰問題，食料自給率の向上

および耕作放棄地の有効活用の観点から，飼料用

米の活用が注目を集めている．特に養鶏に関して

は，飼料用米を籾のまま給与できることが実証さ

れておりその期待は大きい１) ．その中でも採卵鶏

への給与については，配合飼料中のトウモロコシ

を飼料用米に代替しても産卵成績に影響がないこ

とが明らかにされている２)が，市販の配合飼料に

飼料用米を直接添加する効果についての報告は少

ない．また，市販の養鶏用配合飼料への飼料用米

の添加は，飼料用米の普及を図るうえで極めて有

効な方法と期待されるものの，飼料用籾米を市販

の配合飼料へ 20％以上添加すると産卵成績が低

下し，飼料中の栄養成分のバランスが変化するこ

とが明らかにされている３) ． 

そこで本試験では，飼料用籾米を市販の配合飼

料に添加することで低下した栄養成分のうち，不

足したアミノ酸を補填することが，採卵鶏の生産

性や卵質に及ぼす影響を調査した． 

 

Ⅱ 材料および方法 

 供試鶏には白色卵生産鶏（ジュリアライト）を

用いた． 

試験飼料は対照区として市販の配合飼料（採卵

鶏用），飼料用籾米区として市販の配合飼料に飼

料用籾米を 25％配合した飼料，アミノ酸補填区と

して市販の配合飼料に飼料用籾米を 25％配合し

たものにリジン，メチオニンおよびトリプトファ

ンを添加した飼料とした． 

供試羽数は対照区，飼料用籾米区およびアミノ

酸補填区それぞれ 48 羽とした（12 羽×４反復）． 

試験期間については，31 週齢まで通常飼料を給

与し，32 週齢から 64 週齢まで試験飼料を給与し

た． 

 第１表に収容施設，飼料および飼養管理方法を

示した．照明は 14 時間照明の間欠照明法（バイオ

ミッテント法）とした．照度は電灯から最も離れ

た鶏の位地で５ルクス以上となるようにした． 

  体重は32から64週齢まで４週間毎に測定した．

飼料摂取量は 32 週齢以降，４週間毎の午前 11 時

に測定した．産卵数と卵重は 32 週齢以降，毎日午

後２時 30 分から同３時 30 分の間に計測した．規

格別産卵個数の集計は 32 週齢以降，４週間毎に行

った．卵質については 32 週齢以降，４週間毎に試

験区の産出卵を集め，産卵日の翌日および産卵日

の１週間後に測定した．測定項目は，産卵日の翌

日が卵殻強度，卵殻厚，卵重，卵黄色およびハウ

ユニット，産卵日の１週間後はハウユニットのみ

とした．計測個数は産卵日の翌日および１週間後

ともに各区５個とした．卵殻強度の測定には卵殻

フォースケージ（全農）を，卵黄色およびハウユ

ニットについては Egg マルチテスタ（全農）を用

いた． 

 統計処理については，１元配置で分散分析を行

い，区間の差は Tukey-Kramer の多重検定を用い
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第１表 試験鶏の収容施設，飼料および飼養管理                                                     

週齢 収  容  施  設   飼   料 管     理      

 

  

  

 0 

  

 ～ 

  

 20 

 

  

   

餌付～3週齢 

 電熱ﾊﾞﾀﾘｰ育雛器 

3～7週齢 

 中雛ｹｰｼﾞ（開放低床式雛2段） 

7～17週齢 

 大雛ｹｰｼﾞ（開放低床式雛1段） 

17～20週齢  

 成鶏ｹｰｼﾞ（ｳｨﾝﾄﾞﾚｽｹｰｼﾞ，雛２段背

中合わせ2列，間口38.1  ㎝ｹｰｼﾞ3～4

羽収容）     

 

0～4週齢   

CP21-ME2,950 

      kcal/kg

 

4 ～10週齢 

 CP18-ME2,800

      kcal/kg

 

10～20週齢  

 CP14-ME2,750

   kcal/kg 

飼料は不断給餌，給水は自由飲水 

 ﾜｸﾁﾝ等 

  0日齢  MD生ﾜｸﾁﾝ 

  6日齢  ND･IB生ﾜｸﾁﾝ 

  9日齢   ﾃﾞﾋﾞｰｸ 

  12日齢   IBD 生ﾜｸﾁﾝ 

 14日齢  ND･IB生ﾜｸﾁﾝ 

 20日齢  IBD生ﾜｸﾁﾝ 

  21日齢  FPﾜｸﾁﾝ 

 58日齢  ND･IB･IC・MGｵｲﾙﾜｸﾁﾝ 

  91日齢  FPﾜｸﾁﾝ 

 

 20 

 

 ～ 

 

 64 

  

 

 

 成鶏ｹｰｼ （゙ｳｨﾝﾄﾞﾚｽｹｰｼﾞ，雛2段背中

合わせ2列，間口38.1㎝ｹｰｼﾞ3～4羽収

容）               

                

     

 

 

対照区： 

 CP17-ME2,800

   kcal/kg

試験区： 

上記飼料に飼

料用籾米を25

％添加，さらに

単体アミノ酸 

を添加 

 

飼料は不断給餌          

給水は自由飲水       

点灯方法  

20～30週齢：14時間明+10時間暗 

31～60週齢：ﾊﾞｲｵﾐｯﾃﾝﾄ法 

      13時間[(15分明+45分暗)×13回]  

        +15分明+30分暗+15分明+10時間暗 

注）CP：粗タンパク，ME：代謝エネルギー 

 

Ⅲ 結果および考察 

１ 試験飼料の成分 

第２表に日本標準飼料成分表（2009 年度版）
４)を基に計算した試験飼料の成分を示した．飼

料用籾米区は対照区に比べて，CP をはじめ ME，

各アミノ酸量が低下したが，不足したアミノ酸

（リジン，メチオニンおよびトリプトファン）

を補填したアミノ酸補填区では飼料用籾米区に

比べて，CP と ME はやや高い値となった． 

２ 生存率，飼料摂取量および体重 

供試鶏の生存率，飼料摂取量および 64 週齢体

重を第３表に示した．生存率は各区とも 90％以

上を示したが，その中では飼料用籾米区が低か

った．飼料摂取量は飼料用籾米区が有意に小さ

かった．64 週齢体重は，対照区が最も大きく，

次いでアミノ酸補填区で，飼料用籾米区が最も

小さかった．対照区やアミノ酸補填区と飼料用

籾米区との間では有意な差が見られた． 

これらの結果から，市販の配合飼料に飼料用

籾米を 25％添加すると，エネルギー摂取量の減

少により体重は小さくなるものの，不足したア

ミノ酸を補填するとことでエネルギー摂取量は

確保できることが明らかとなった． 

 ３ 産卵率，平均卵重および飼料要求率 

  供試鶏の産卵率，平均卵重および産卵に対す

る飼料要求率について第４表に，週齢に伴う産

卵率の推移を第１図に示した．また，第２図に

週齢に伴う平均卵重の推移を，第３図に規格別

産卵比率を示した． 

  産卵率は対照区が最も高く，次いでアミノ酸

補填区で，飼料用籾米区が低かった．飼料用籾

米区は暑熱期（52～58 週齢：７～８月）におけ

る低下の幅が特に大きく，一方で，アミノ酸補

填区ではこの低下の幅が小さかった． 

  平均卵重は，対照区およびアミノ酸補填区に

比べて飼料用籾米区は有意に小さくなった．ま

た，産卵率と同様に，飼料用籾米区で暑熱期（52

～58 週齢：7～8 月）における低下の幅が特に大

きく，アミノ酸補填区ではこの低下の幅は対照

区とほぼ同等であった． 

産卵に対する飼料要求率については飼料用籾

米区が高い傾向を示したが，処理区間で有意な

差は見られなかった． 
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豚で実施されたアミノ酸消化率の試験では，

暑熱期におけるアミノ酸消化吸収能力の低下が

報告されており５) ，暑熱による生産性低下とア

ミノ酸量は関係性が高いとされている．このこ

とから，本試験で飼料用籾米区がアミノ酸添加

区と比較して産卵率と平均卵重が低下したこと

ついて，アミノ酸摂取量の低下が一因となって

いる可能性が高いものと考察された． 

４ ハウユニット，卵黄色，卵殻強度および 

卵殻厚 

 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填が

白色卵生産鶏の卵質に及ぼす影響について第５

表に示した． 

ハウユニットについては飼料用籾米区とアミ

ノ酸補填区が高い傾向を示したが，有意な差は

なかった．また，１週間保存後のハウユニット

は飼料用籾米区が対照区と比べて有意に高く，

アミノ酸補填区も対照区と比べて有意差はない

ものの高い傾向を示した． 

 次に，卵黄色は飼料用籾米を添加することで

キサントフィル含量が減少し淡くなることが明

らかとなっているが６），本試験においても対照

区と比べて飼料用籾米区，アミノ酸補填区とも

に有意な差があった．ただ，目視で確認できる

ほど明確な差ではなかった． 

  卵殻強度と卵殻厚については，飼料用籾米お

よび単体アミノ酸の添加による差はみられなか

った． 

  これらの結果から，飼料用籾米に単体アミノ

酸を補填しても，卵黄色は淡くなるが，その他

の卵質において負の影響はないと考えられた． 

飼料用籾米添加市販飼料の卵質への影響につい

ては，大窪ら７）も飼料用籾米を市販の配合飼料

へ 20％配合した場合に同様の結果を示してい

る． 

 

上記から総合的に考察すると，飼料用籾米を

市販の配合飼料に 25％添加することにより，卵

質においては顕著な負の影響は認められないも

のの，産卵性は低下することが明らかとなった．

飼料用米の市販の配合飼料への添加は重量比

20％程度であれば生産性に影響はないことが明

らかになっており７) ，今回の結果とともに飼料

用米を市販の配合飼料へ添加する限界量は 20

％程度であると言える．ただ，今回の試験から

飼料用籾米に単体アミノ酸を補填することによ

って，暑熱期に起こる負の影響が抑えられたと

考えられる．このことについては，豚で実施さ

れた試験において，暑熱環境下での単体アミノ

酸添加は飼養成績を改善する可能性が示されて

おり８) ，鶏においても飼料用籾米添加飼料への

単体アミノ酸の補填は，飼料用籾米を単独で給

与するよりも暑熱期の産卵性低下を抑えるた

め，鶏における飼料用籾米の給与に有効である

ことが示唆された． 

 

 

第２表  試験飼料の成分（計算値） 

CP ME Lys Met+Cys Trp 
処理 

％ Mcal/kg ％ ％ ％ 

対 照 17.00  2.81 0.65 0.54 0.17 

飼料用籾米 14.98  2.71 0.57 0.53 0.16 

アミノ酸補填 15.87  2.74 0.66 0.56 0.19 

要求量     0.65 0.54 0.17 

注）Lys：リジン，Met+Cys：メチオニン＋シスチン，Trp：トリプトファン 
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第３表 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填がジュリアライトの 

生存率，飼料摂取量および 64 週齢時体重に及ぼす影響 

生存率 飼料摂取量 64 週齢体重 
処理 

％ g/日 g 

対 照 97.9 108.3a 1,784a 

飼料用籾米 93.8 103.8b 1,616b 

アミノ酸補填 95.8 108.6a 1,730a 

注）異符号間に有意差あり(a-b<0.05) 

 

 

第４表 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填が 

ジュリアライトの産卵成績に及ぼす影響 

産卵率 平均卵重 飼料要求率 
処理 

％ g   

対 照 92.5 61.2a 1.92 

飼料用籾米 88.1 59.4b 1.98 

アミノ酸補填 91.8 61.4a 1.93 

注）異符号間に有意差あり(a-b:P<0.05) 

 

 

   

 

 

 

 

 

第１図 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填がジュリアライトの産卵率に及ぼす影響 

ｌ←7 月～8 月→ｌ

（週齢）

（％） 
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第５表 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填がジュリアライトの卵質に及ぼす影響 

ハウユニット 卵黄色 卵殻強度 卵殻厚 
1 週間後の 

ハウユニット 

ハウユニット

の保持率 処理 

  Kgf/cm2 mm  ％ 

対 照 91.9 12.5a 3.00 0.37 80.5B 87.6 

飼料用籾米 92.8 12.0b 3.04 0.36 82.4A 88.8 

アミノ酸補填 92.3 11.9b 2.93 0.36 81.6AB 88.4 

注１）異符号間に有意差あり(A-B:P<0.01,a-b:P<0.05) 

２）採卵し，1 週間保存後に測定した平均 

３）ハウユニット保持率＝（1 週間保存後のハウユニット）÷（採卵翌日のハウユニット）×100 

 

                                                                         

 

第３図 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填が規格別産卵比率に及ぼす影響 

第２図 飼料用籾米添加市販飼料へのアミノ酸補填がジュリアライトの平均卵重に及ぼす影響 

（週齢）

（ｇ） 

ｌ←7 月～8 月→ｌ
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Summary 
Effect of Amino Acids Supplement to Commercial Feed Added Unhulled Rice  

on Performance, Egg Product and Quality of Laying Hens 
Masafumi OOTSUKA, Kotoyo MICHISHITA and Makoto OOMURA 

To investigate the influence of the adding unhulled rice to a commercial layer feed on performances, egg production and 

quality, of laying hen, we conducted a feeding trial.  The results were as follows Sixty-four weeks weights in unhulled 

rice group were significantly lighter than control group, amino acid group were significantly heavier than unhulled rice 

group.Egg production rates in unhulled rice group were lower than control group. Egg weights in control group and amino 

acid group were significantly heavier than unhulled rice group.Yolk colors in unhulled rice group and amino acid group 

were lighter than control group.These results suggest that amino acids supplement to commercial feed added unhulled rice 

are effective a lowering of performance, egg product and quality result from added unhulled rice. 
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